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1.研究開発の目的 

ゼオライトは沸石とも呼ばれるアルミノ珪酸塩鉱物で、結晶構造に由来した微細な洞空孔を

有しており、その構造により吸着、触媒、分子ふるい、イオン交換といったさまざまな機能を持

つことから、工業的に利用されている。天然物は安価であるが、不純物もあり機能が安定しない。

一方、工業的に生産されるゼオライトは、高純度であり均質で高機能である。近年ではさらに機

能を向上し用途を拡大するために、通常マイクロサイズのゼオライトをナノ粒子化する試みが

進んでいるが、量産化にあたって結晶性や粒径等の品質の不安定さや、製造コストの高さが問題

となっていた。本開発では、従来手法と比べ安価で、廃棄物や廃ガス処理の面においても有意な

新技術開発を目標とした。 

 

2.研究開発の概要 

本開発では、ナノ粒子の核生成・粒成長を制御するために従来添加されていた構造規定剤を用

いずに、100 nm以下の小径ゼオライトナノ粒子を作成する粉砕・再結晶化法と、150～300 nmの

大径ゼオライトナノ粒子を作成するボトムアップ法を確立した。 

粉砕・再結晶化法は、数μmの粒径を持つ原料ゼオライトを 100 nm以下まで粉砕する手法であ

る。原料ゼオライトをナノサイズに微細化する際、粉砕の衝撃によって結晶構造は失われるが、

これを再結晶化処理によって回復させることで高機能な小径ゼオライトナノ粒子を得ることがで

きた。 

150～300 nmの大径ゼオライトナノ粒子合成にあたっては、一般的な合成手法であるボトムア

ップ法の核生成・粒成長条件の最適化を行うことで、ゼオライトナノ粒子を一様に合成する条件

を見いだした。ボトムアップ法により 150 nm以上までゼオライトを一様に粒成長させることで、

小径粒子を含まない大径ゼオライトナノ粒子の合成を可能とした。 

 

3.総合所見 

本開発においては 1 ton/月規模のゼオライト粉末製造設備を構築した。同設備によって、① 粉

砕・再結晶化法を用いた d50≦50 nm、かつd90≦100 nmとなる小径ゼオライトナノ粒子、② ボ

トムアップ法を用いた d10≧100 nm、かつ150≦d50≦300 nm、d90≦500 nmとなる大径ゼオライ

トナノ粒子を作成する 2つの技術を確立し、開発目標を達成した。本技術では、製造コストを増

加させる要因の一つとなっていた構造規定剤を利用しないことで、従来のゼオライトナノ粒子の

合成法と比べ、コストを大きく抑制可能と見込まれている。 

現在、梱包材、コスメティック、衛生用品などの用途に向けてサンプルを頒布しユーザ評価を

進めており、機能性透明フィルム用途では、一部企業において生産検証に移行する段階であると

のことで、今後の事業展開に期待がもたれる。 

以上 

 


